
「世界腎臓デー啓発パネル展」 実施報告

１ 目的

道内では慢性腎臓病の進行等による透析導入患者数は減少傾向にあるものの、その原疾患の約

半数は糖尿病性腎症となっている。慢性腎臓病は、脳卒中や心筋梗塞などを併発するリスクがあ

ること、透析導入などにより、その後の生活の質に重大な影響を及ぼすことから、３月第二木曜

日の「世界腎臓デー」の時期にパネル展を開催することで、道民が糖尿病及び慢性腎臓病の症状

を理解するとともに、発症及び重症化を防ぐための知識や方法を知る契機とする。

２ 日時及び場所

平成３１年３月１４日（木） １０：００～１５：００

札幌駅前通地下広場（北大通交差点広場[西]）

３ 主催等

(1)主催：慢性腎臓病対策連絡会議、北海道腎臓病患者連絡協議会、

北海道糖尿病協会、全国健康保険協会北海道支部

(2)協賛：協和発酵キリン株式会社、株式会社クリニコ、大日本住友製薬株式会社、

中外製薬株式会社、バイエル薬品株式会社

(3)後援：北海道医師会、北海道歯科医師会、北海道糖尿病対策推進会議、

日本糖尿病学会北海道支部、北海道透析療法学会、NPO法人日本腎臓病協会

４ 事業内容

(1)パネル・ポスターの展示

(2)啓発用チラシ及び協賛企業からの協賛品配布

(3)腎臓専門医等によるミニ講話及び相談会（14時～15時）の実施。

５ 従事者

内訳 札幌西丸山病院 浦院長（専門によるミニ講話及び個別相談対応）

全国健康保険協会北海道支部 １名

北海道腎臓病患者連絡協議会 ６名

北海道保健福祉部 ３名

６ 開催状況及び結果について

イベント参加者は約３５０名。そのうちアンケート回答者は１２２名、専門医による個別相談

利 用者は７名であった。（参考：２９年度参加者４２３名、アンケート回答者２１３名、個別相

談 利用者１５名）

その他詳細は別紙のとおり。
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